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治
タイプライタ
子の監護に関する処分
（子の引渡し）

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　裕子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方及び未成年者の戸籍謄本１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　裕子

治
タイプライタ
タナカ　ユウコ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　太郎

治
タイプライタ
ヤマダ　タロウ

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
相

手

方
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治
タイプライタ
相手方は、申立人に対し、未成年者を引き渡すとの調停を求める。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日婚姻し、平成＊＊年＊＊月
＊＊日に協議離婚した。
２　未成年者は申立人が引き取り、申立人の母の援助を得て養育してきたが
、今月＊＊日に相手方が突然申立人宅に来て、申立人が仕事に出ている間に
、申立人の母に対し、「祖母が孫に会いたいといっている。夕方までには帰
らせる。」と言い、相手方は、未成年者を連れ出し、相手方の自宅に連れ帰
ったまま、申立人の引渡しの要求にも応じない。
３　申立人は親権者であり、未成年者を養育していくのに何ら問題がないの
で、相手方に対し、未成年者の引渡しを求めるため、本調停の申立をする。




